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建設時評建設時評

帝国データバンク（TDB）や東京商工リ
サーチ（TSR）は企業倒産の集計レポートを
定期的に発表している。最近のそれは，倒産
リスクの高い建設業の小口（負債１億円未
満）倒産が多いことを伝えている。中小零細
では資金繰り余力が小さいため，負債が膨ら
むと即倒産に至りやすいとされる。倒産の主
要因として挙げられているのは，人手不足・
資材価格高騰・価格転嫁困難などである。
建設業ばかりとは言えぬかも知れないが，
新型コロナ禍以後，建設業が直面する事業環
境は相当に変った。一つは人手不足である。
具体的には職人の高齢化や若年の入職難ある
いは離職によって，工期遅延や受注失注があ
ること。もう一つは物価高である。木材・鉄
骨・住設機器などの資材価格上昇をなかなか
売価に反映できず，採算悪化で倒産に至る
ケースが建設業で多発したと分析されている。

＊　　　＊　　　＊
両社の報告から建設業の情報を拾った（表，

図）。表は1993年の村本建設から始まる大手
建設関連企業の倒産一覧である。大手倒産事
例は民事再生法や特定調停法が施行された
2000年からの約10年に集中する。以後は目立
つものが少なく，一見穏やかな状況が続く。
また，図は2003年以降の月次の全国倒産デー
タのまとめである。倒産件数の棒グラフは，
灰色が全産業を，赤色が内数の建設業を示す。
また，緑色の折れ線は建設業の件数ベースの
構成比を取った。青色のそれは負債額の構成

比である。件数の構成比は20％前後を推移す
る。建設業の倒産数は主要産業別でみると，
サービス業に次ぎ，卸・小売業計と同レベル
で多い。一方，負債額の構成比はやや低めの
10％強を推移するが，建設業の大型倒産が
あった月は跳ね上がる。図の全期間中の平均
を計算すると，件数ベースが22.8％，負債額
ベースが12.8％だから，建設業は冒頭に書い
たように，小口倒産が多いことが裏付けられる。
この図で気掛りなのは，新型コロナ禍前の

建設業経営のリスク
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（注） 「東京商工リサーチ全国企業倒産状況」（月次発行される
全国・負債総額１千万円以上の倒産統計）より作成。2003.1～
2025.8

図　中小含む月次倒産件数（社）及び建設業の構成比（％）

表　建設関連大手企業の倒産一覧
年月 商号 負債 資本金 所在地 業種

１ 1993.11 村本建設㈱ 590000 2400 奈良県 総合建設業
２ 1997.7 東海興業㈱ 511007 6916 東京都 総合建設業
３ 2001.3 ㈱冨士工 83171 2105 東京都 総合建設業
４ 2001.11 エルゴテック㈱ 44003 3899 東京都 空調工事
５ 2001.11 ㈱ナナボシ 6190 1144 大阪府 火力発電設備工事
６ 2001.12 ㈱青木建設 390001 21538 東京都 総合建設業
７ 2002.1 殖産住宅相互㈱ 13500 10205 東京都 住宅建築工事
８ 2002.1 ニツセキハウス工業㈱ 17513 18675 東京都 鉄骨プレハブ製造，建築工事
９ 2002.3 佐藤工業㈱ 449900 19379 東京都 総合建設業
10 2002.3 日産建設㈱ 114657 10267 東京都 総合建設業
11 2002.3 ㈱イセキ開発工機 8800 970 東京都 下水道関連工事機器製造販売
12 2002.6 ㈱藤木工務店 63100 4695 大阪府 総合建設業
13 2002.7 大日本土木㈱ 271210 14590 岐阜県 総合建設業
14 2002.11 古久根建設㈱ 42974 2742 東京都 総合建設業
15 2003.1 ㈱森本組 215300 2601 大阪府 総合建設業
16 2003.5 大和建設㈱ 23053 500 東京都 総合建設業
17 2003.5 共栄冷機工業㈱ 8921 2027 東京都 空調設備工事
18 2004.3 大木建設㈱ 76686 6471 東京都 総合建設業
19 2004.4 環境建設㈱ 52669 9356 東京都 総合建設業
20 2004.5 ㈱東北エンタープライズ 7990 810 福島県 冷暖房・空調設備工事
21 2004.6 ㈱佐藤秀 29650 1087 東京都 建築工事
22 2005.5 ㈱松村組 83300 13030 大阪府 総合建設業
23 2005.5 利根地下技術㈱ 11202 1985 東京都 地中連続壁工事
24 2005.9 勝村建設㈱ 31600 304 東京都 総合建設業
25 2007.9 ㈱みらい建設グループ 16200 4281 東京都 総合建設業
26 2008.1 ㈱新井組 42737 2192 兵庫県 総合建設業
27 2008.1 山﨑建設㈱ 20000 3981 東京都 土木工事
28 2008.1 井上工業㈱ 11567 6292 群馬県 総合建設業
29 2008.2 ㈱グレース 3527 1500 東京都 持ち株会社（建築，鉄骨工事）
30 2008.7 真柄建設㈱ 34800 6932 石川県 総合建設業
31 2008.7 三平建設㈱ 16901 1626 東京都 総合建設業
32 2008.7 キョーエイ産業㈱ 8737 589 広島県 建築工事，不動産賃貸
33 2008.11 オリエンタル白石㈱ 60500 3000 東京都 総合建設業
34 2008.12 太洋興業㈱ 14833 916 東京都 農業用資材，包装資材，土木機
35 2008.12 松本建工㈱ 13489 1064 北海道 住宅建築，建設資材販売
36 2009.1 東新住建㈱ 43000 637 愛知県 分譲戸建・マンション販売，建
37 2009.2 あおみ建設㈱ 39600 5000 東京都 総合建設業
38 2009.2 中道機械㈱ 7654 656 北海道 各種プラント・産業機械・建設
39 2009.3 ㈱アゼル 44289 15000 東京都 マンション分譲，建築請負
40 2010.1 大和システム㈱ 63300 3241 大阪府 建築，不動産，温浴事業
41 2012.11 ㈱サクラダ 2690 1903 千葉県 橋梁工事
42 2013.4 カブトデコム㈱ 506100 100 北海道 元・建築工事，不動産業
（注） 　帝国データバンク「全国企業倒産集計：倒産動向データ編」から，業種名称に「建

設，建築，土木，工事」を含む企業を抽出。金額単位は百万円。
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の人的組織である。…（中略）…経営の継続
をおびやかす条件は，このほか過小受注・過
大受注・赤字受注・工事代金未回収などが主
なものだが，これらは建設業経営がつねに当
面しているものであって，特別な条件ではな
い。…（中略）…過大受注は中小建設業の
もっともおそれるところといってよい。しか
も企業規模の拡大にとっては，工事量の増大，
大工事の入手が不可欠であるだけに，この危
険は魅力的なものだ。工事量の増大は経営に
とって必要運転資金の増加と，ときによると
機械などに対する資金の固定化と，管理組織
の拡大を強いる。増加した固定資産や経営組
織の稼働は，拡大以後に保証されていない。」
（pp.79-80）
これらは高橋らが得た結論ともよく符合す
ることに驚く。建設業経営のリスクやそれへ
の対応術は，今も昔も変わらないポイントが
あると思えてくる。

＊　　　＊　　　＊
前出表に関して，大型倒産が近年見られな
い点に触れたが，その代わりにＭ＆Ａが盛ん
になった。直近では大成建設が任天堂創業家
の資産運営会社 YFOを通じ，海洋土木に強
い東洋建設の買収で合意，銀行主導でない動
きに注目が集まる。このほか，インフロニ
ア・ホールディングスが三井住友建設を
TOB（株式公開買い付け）で買収する等の
報道がある。2023年末には大成建設がピーエ
ス・コンストラクション（旧ピーエス三菱）
を子会社化した。さらに，不動産・住宅大手
による建設会社の買収・子会社化の例もある。
大和ハウス工業によるフジタ（2013年）と大
和小田急建設（2015年），また，積水ハウス
による鴻池組（2015年）などが知られる。
斯様に大手の合従連衡の動きは盛んだが，
地方の中堅や中小建設業はこの動向に無縁で
はいられないかもしれない。人手不足，労務
や資材のコスト高などの事業環境が厳しさを
増す中で，他社動向をにらんだかじ取りが建
設業の経営者を悩ませる時代が訪れている。

参考文献
１．高橋唯ほか「財務データを用いた分析と倒産情報の
テキストマイニングによる近年の中小建設企業の事業
継続におけるリスクの分析・考察」日本建築学会第40
回建築生産シンポジウム論文集，2025.7，pp.9-16

２．古川修『日本の建設業』岩波新書（青版）495，1963

2020年頃まで月100件前後を推移していた倒
産に急増の兆しがあることだ。長期でみたこ
の図では2000年代冬の時代はさらに多い500
件ほどもあった。一般に大型倒産があると連
鎖倒産が出て数が増えがちでもある。今はま
だそのレベルには至らないが，過去10年でみ
ると最多の更新が続いているとのことである。

＊　　　＊　　　＊
中小建設業が倒産に至る理由を詳しく見て
おきたい。倒産リスクという観点からの最近
の研究の一つに高橋らの論文（文献１）があ
る。３年分の経審データと倒産企業情報を組
み合わせて統計分析したこの論文では，倒産
企業にみられる特徴を次の４つで整理した。
１）著しい低収益，２）人材確保の不安定，
３）内部留保がなく債務超過，４）負債に係
る支払い負担が大きい状態。より具体的に言
えば，総資本に対する利益剰余金の低さや固
定負債の多さ，経常利益といった収益面の低
さで内部留保が困難な状態が継続，というこ
とになる。昨今は大手の賃上げ動向が顕著で
中小建設企業の動向が注目されるが，資金繰
りや財務状況が改善できない中で無理な賃上
げを行えば赤字になる傾向も一部でみられる。
一方，財務状態が健全に見える企業の中に
も倒産例がある。流動資産が常に流動負債を
上回りながら倒産した典型例では，大規模案
件を慎重に検討せずに請け負った結果，一度
の貸し倒れ損失が大きな打撃になったもの，
また，固定資産への過剰な投資が特徴的なバ
ランスシートの例がある。具体的には成長計
画なしに設備投資を行った結果，役に立たな
い資産で資本を圧迫し，必要資金がなくなり
破綻する場合など。高橋らの結論部分では
「…倒産企業は業績や債務の利息が悪化した
状態では，売り上げの回復や利益率の上昇を
図ることは自力では難しく，倒産リスクを低
下させることは難しかった」と結ぶ。

＊　　　＊　　　＊
今年生誕100年を迎えた古川修の1963年出
版のベストセラー『日本の建設業』は，筆者
には今読んでも目の開かれることが多い書で
ある。古川は「建設業の中小企業的な性質」
の章で次のように書いている。「一つの企業
の消滅によって二つ以上の企業の独立をみる
ことが珍しくない。消滅企業の遺産があると
すれば無形の資産，特にのれん，ほかは少量
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